
みんなの意見で広がるまちづくり 
広聴制度の運用状況 

「市長への手紙」や「出前トーク市長と語る」などを通じて、市民のみなさんからお寄せい
ただいた市政に関するご意見をまとめた「ご意見バンク」。今回は、市民のみなさんと情報を共
有するために、いただいたご意見と市の対応について一部ご紹介します。
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伊吹山テレビの文字放送を、データ放送
でいつでも見ることができるようにすれ
ば便利だと思います。

必要な情報をいつでも得ることができるデータ
放送は、伝達効果の高い媒体であると認識してい
ます。ただし、データ放送の実現にはCATV局側
の機器整備が不可欠であり、市としては早期実現
を事業者に強く要望しているものの、非常に高価
な機器であるため、導入については具体化されて
いません。今後も事業者に強く働きかけていきま
す。 （平成23年8月回答）

回答後の市の対応
データ放送化は具体的に進ちょくしていません

が、「まいばら協働事業提案制度」により、文字放
送の内容をホームページで提供していくことにつ
いて、市民の方から提案をいただきました。現在、
公開に向けて協議を進めているところです。決定
次第お知らせしますので、ぜひご利用ください。

可燃や資源のごみ袋代がとても高いと思
います。どうして湖北はこんなに高いの
ですか。

湖北広域行政事務センターでごみ処理にかかる費
用は、ごみ袋の代金のおよそ3倍です。市民のみな
さんからすれば、一見必要以上の負担を強いられて
いるように感じられるかもしれませんが、ごみ処理
にかかる経費を税金だけではなく、ごみを出した人
からごみを出した分だけ負担していただくという意
味で公平な制度であり、ごみの排出抑制につながる
制度であるとも考えています。ごみの減量化にご協
力をお願いします。 （平成24年1月回答）

各地域に自主防災組織が組織されている
と思いますが、訓練などの活動状況はど
うなっていますか。

各地域で組織されている自主防災組織の中に
は、組織が形骸化したり活動が停滞したりして
いるなど、課題があるのが現状です。
このため、市では「絆マップ事業」を推進し、
危険個所の安全点検などマップの作成等を通じ
て、地域の防災意識を高めていけるよう、各地
域に取り組みをお願いしています。

（平成23年8月回答）

震災以降、放射線影響を心配しています。
日本人は危機意識が希薄であると言われ
ているので、「自分を守ること」への啓
発にも力を入れてください。

広報や伊吹山テレビ等を活用して、各種災害
に対する備えや放射能に関する理解を深めるた
めの啓発に取り組んでいきます。

（平成24年3月回答）

回答後の市の対応
伊吹山テレビで、地域の自主防災組織の取り

組みを紹介するシリーズ番組「絆マップdeまち
歩き」を8月からスタートしました。今後も身近
な地域の話題を通じて、防災について考える機
会を積極的に提供していきたいと考えています。
また、放射線については、基礎知識を学ぶた

めの伊吹山テレビ講座「知っておこう！身の回
りの放射線」を放送したほか、6月からは市役所
各庁舎で環境放射線の測定を開始し、毎週市の
公式ウェブサイトで公表しています。

伊吹山テレビについて

ごみの収集について

地域防災について
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をお寄せください！ 
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料金受取人払郵便  

差出有効期間 
平成26年3月 
31日まで 

（ ） 切手を貼らずに 
おだしください 

彦根支店 
承認 

662

次のとおり封筒を作り、市
長へ送ってください。 
①キリトリ線に沿って切り、
中央を山折りにします。 
②のりしろにのりをつけて
貼り合わせ、封筒を作り
ます。 
③切手を貼らずにそのまま
ポストへ投函してください。 

市政やまちづくりについてのご提案や建設的
なご意見を市長までお届けください。寄せられ
た手紙は必ず市長が読ませていただき、可能な
限り今後の市政運営に活かしていきます。

● 返事を希望される方は、必ず住所・氏名を
ご記入ください。（内容によって、回答まで
に時間がかかることがあります。）

● 寄せられたご意見などを抜粋して、広報ま
いばらや市のウェブサイトに掲載します。
（個人が特定できるような内容の掲載はしま
せん。）

●「市長への手紙」と明記いただければ、様式
に関係なくメールやファックスなどでも受
け付けます。

お問い合わせ　広報秘書課（米原庁舎）
1５２―６６２７　5５２―５１９５
koho@city.maibara.lg.jp
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平成23年度 ご意見バンク受付結果

主な内容（抜粋）

保育サービスの充実、原発への対応、自
主防災組織の活性化、乗合タクシーの充
実、高齢者宅の除雪、悪臭対策

獣害対策、下水道の普及率向上、米原駅
周辺の活性化、河川管理、除雪対応、消
雪装置の設置、住宅耐震診断

いじめ問題、市民開放型体育館の整備、
グラウンドゴルフ場の整備、学校統合問
題、図書の充実

伊吹山の環境協力金の徴収、駅前の環境
美化、動物愛護、自然エネルギーへの転
換、放射線数値の公表、生ごみの分別

市長の出前トーク、広報・チラシの統合
整理、広聴、寄付金の有効活用、財政問
題、庁舎の在り方、空家の有効活用

米原庁舎の駐車場管理、職員の資質

ジャンル

市民生活に
ついて

産業・建設
について

教育・文化
について

自然・環境
について

まちづくり
について

その他

件数

41

35

20

10

18

17

68 市長への手紙

33 市民の声(電話など)

13 出前トーク市長と語る

受付件数 114

●受付総数

●分野別受付状況

＊件数は重複あり
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市長への手紙 

ご
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前
 お電話 

番 号 

「出前トーク 
 市長と語る」 

「出前トーク 
 市長と語る」 

「出前トーク 
 市長と語る」 

参加団体を受付中！ 

●トークのお相手
市内の自治会、事業所または市内在住・在勤・在
学の方で構成される5～15人のグループなどです。

●運営方法など
フリートークで、時間はおおむねね90分とし
ます。テーマは申出者で設定いただき、開催場所
の手配、当日の進行も申出者でお願いします。

●その他
トークは、まちづくりについての建設的な意見
交換とするための場であることをあらかじめご理
解ください。また、特定の政治や宗教団体、また
は営利を目的とするものは受け付けません。

●平成24年度開催状況

お問い合わせ・お申し込み
各庁舎市民自治センター

山東 155ー8101 伊吹 158ー2221
米原 152ー6623 近江 152ー6920

広報秘書課（米原庁舎）
152ー6625 552ー5195
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「出前トーク市長と語る」は、地域の課題や米原
市の将来について、市長と市民のみなさんが車座
になって語り合う場です。自治会やまちづくりグ
ループ、サークルなど、みなさんからのお申し込
みをお待ちしています。

トーク概要

地域で支える子育て、農業を通じ
た体験活動について

地域防災計画の見直しと防災上の
地域課題について

里山保全活動と災害時の里山資源
の活用について

地域防災計画の見直しと防災上の
地域課題について

伊吹山の観光振興と環境保全につ
いて

地域防災計画の見直しと防災上の
地域課題について

10周年を迎えたルッチ大学のこれ
からとまちづくりについて

柏原地域の活性化対策について

かまどベンチでの炊き出し訓練や、
子どもたちの防災意識について

ほたるまつりの活性化対策につい
て
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どろんこの会

甲津原区

NPO法人
やまんばの会

伊吹地区
区長会

上野区

近江地区
区長会

ルッチ大学
卒業生企画員

多良区子ども会・
多良区役員ほか

米原市天の川ほたる
まつり実行委員会

柏原区役員会

お相手

（平成24年9月20日現在）




